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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

①先が薄くなっているシャベル

②種

③種子の標本

④ヒカリトテーブル

⑤ウォーターブロック

③～⑤のものを事務所に置いておき、いつでも観察できるようにしておく

    ２月　シャベルを使い、畑の天地返しを行う。

    ３月　「ヒカリトテーブル」を使い、野菜の種や葉っぱを観察する。

国立市北３－１－１

社会福祉法人国立保育会

野菜の不思議　＜４・５歳児　冬の畑づくりをしよう＞

   ・来年度に向け、おいしく元気な野菜を作るために畑の準備をする。

   ・今まで撒いた野菜の種や散歩で見た花などの種子を観察し、植物に興味をもつ。

66-0841

北保育園



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た保育者の気づき＞

①シャベルの先が薄くなっていることで、土が掘りやすく、子どもたちも今までより力

   を入れずに掘ることができていた。スムーズに掘れるため、楽しかったようでどんど

   ん掘り進めていた。

②ヒカリトテーブルを使用することで、いつもと見え方が変わり、そのまま見るよりも

   丁寧に観察する姿が見られた。

③色の変化も、色水や絵の具でやるよりも偶然重ねた結果だったため、子どもたちが

    興味をもち、さらにやってみようとしていた。

①シャベルの使い方を丁寧に伝える。

②実際に畑に行き、土を掘り、シャベルを使って天地返しを行う。

③今まで撒いた種をヒカリトテーブルに置き観察する。

④園庭にある葉っぱや種子の標本、色水の積み木を使い観察する。

＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関わり＞

①「柔らかい布団にしてあげよう」と言いながら土を掘り起こしていた。

②以前からあるシャベルよりも先が薄くなっていることに気が付き「土が掘りやすい」

   と言っていた。

③光に当て種を見ることで、形や大きさの違いをより細かく見ていた。

  「ほうれん草はとげがある」「小松菜は小さくて丸い」

④ウォーターブロックを重ねることで、色の変化に興味をもっていた。

 「黄色と青を重ねると緑になったよ」

 「色の 上に種を置いたら色が変わってきれい」


